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究
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ル
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レ
ヒ
ト
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ァ
ー
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一一
人
の
ヨ
ハ
ネ
》

に
つ
い
て

ー
資
料
紹
介
と
人
文
主
義
的
要
素
ー

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
、
ド
イ
ツ
人
文
主
義
、
エ
ピ
タ
フ

アルブレヒト・アルトドルファー《二人のヨハネ》 1507年

頃 レーゲンスブルク市立歴史博物館

挿図 1

薮

田

淳

子

は
じ
め
に

レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
市
立
歴
史
博
物
館
に
あ
る
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ア
ル
ト
ド

ル
フ
ァ
ー
の
《
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
》
（
挿
図
l
)
は
、
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
の
作

品
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
「
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
」
と
い

う
主
題
の
特
異
性
や
銘
板
と
の
関
係
、
人
文
主
義
的
要
素
と
い
っ
た
多
く
の
問

題
を
は
ら
ん
で
い
る
た
め
、
長
年
議
論
を
呼
ん
で
き
た
。
近
年
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ッ

ク
ス
が
こ
の
作
品
に
関
す
る
新
た
な
銘
文
の
存
在
を
指
摘
し
た
こ
と
で
、
研
究

は
格
段
に
進
ん
だ
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
紹
介
し
、(2)
 

銘
文
と
人
文
主
義
的
要
素
に
つ
い
て
述
べ
、
今
後
の
研
究
の
展
望
を
示
し
た
い
。

一
、
聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
と
ト
ラ
ボ
ル
ト

こ
の
作
品
は
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
人
文
主
義
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ト
ラ
ボ
ル

の
埋
葬
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
。
注
文
主
は

ト
(
-
四
二
五
ー
一
五

0
五
年
）
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ト
ラ
ボ
ル
ト
の
遺
言
執
行
者
ハ
ン
ス
・
ハ
ウ
ア
ー
と
ゲ
オ
ル
ク
・
ホ
ル
ネ
ッ

ハ
ン
ス
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ブ
ラ
ー
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
市
の
役
職
に
就
い

(3) 

た
人
物
た
ち
で
あ
っ
た
。
本
作
は
ト
ラ
ボ
ル
ト
の
埋
葬
場
所
で
あ
る
聖
エ
メ
ラ

ム
修
道
院
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
来
歴
に
つ
い
て
は
一
六

0
0
年
代
か
ら

一
七

0
0
年
代
ま
で
不
明
で
あ
る
が
、
確
か
な
も
の
と
し
て
は
、

カ
ー
、

一
八
四
六
年

の
時
点
で
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
シ
ュ
タ
ッ
ト
ア
ム
ホ
ー
フ
に
あ
る
カ
タ
リ
ナ

(
4
)
 

救
貧
院
の
礼
拝
堂
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
そ
の
後

一
九
二
七
年
に
は
修
復
の
た
め
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
に
貸

し
出
さ
れ
、
そ
し
て
一
九
六
八
年
か
ら
現
在
ま
で
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
市
立
歴

(
5
)
 

史
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

本
作
の
制
作
年
に
つ
い
て
は
、
博
物
館
で
も
一
五

0
七
年
以
降
と
し
て
展
示

さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
福
音
書
記
者
ヨ
ハ
ネ
の
足
元
右
側

に
は
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
が
書
か
れ
た
板
が
あ
る
が
、
年
代
に

つ
い
て
は
絵
具
の
表
面
の
損
傷
に
よ
り
明
確
に
は
読
み
取
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。

博
物
館
の
調
査
に
よ
る
と
、
モ
ノ
グ
ラ
ム
と
年
代
の
部
分
は
数
回
に
わ
た
っ

(
6
)
 

て
加
筆
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
赤
外
線
撮
影
を
す
る
と
一
五
二

0
年
の
年
紀
が

読
み
取
れ
る
が
、
さ
ら
に
奥
の
層
を
観
察
す
る
こ
と
で
数
度
の
描
き
な
お
し
の

前
の
最
初
の
状
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
一
五

0
七
年
と
判
読
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。
こ
の
一
五

0
七
年
と
い
う
年
代
も
途
切
れ
た
線
の
読
み
取
り
に
よ

る
た
め
、
今
後
さ
ら
な
る
調
査
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
フ
ッ
ク
ス
は
こ
の

年
代
が
支
持
で
き
る
要
因
と
し
て
、
ト
ラ
ボ
ル
ト
が
一
五

0
五
年
に
死
去
し
た
(
8
)
 

こ
と
を
挙
げ
、
本
作
も
死
後
数
年
以
内
の
制
作
が
適
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

作
品
が
設
置
さ
れ
た
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
は
ど
の
よ

う
な
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
修
道
院
は
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
で

殉
教
し
た
伝
道
司
教
聖
エ
メ
ラ
ム
の
墓
所
に
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院
と
し
て
、

(
9
)
 

七
三
九
年
に
創
建
さ
れ
た
。
八
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
は
神
学
や
哲
学
、
天
文
学

(10) 

や
芸
術
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、
九
七
五
年
に
は
司
教
区
や
帝
国
か
ら
独
立
し
た

修
道
院
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
―
二
九
五
年
に
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
直
轄
の
修
道

(11) 

院
と
な
る
。
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
は
―
二
四
五
年
に
帝
国
自
由
都
市
と
し
て
認
め

(12) 

ら
れ
た
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
に
お
い
て
帝
国
自
由
都
市
・

司
教
区
・
聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
と
い
う
三
つ
の
勢
力
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
り
、

聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
も
自
治
権
を
持
つ
強
力
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
修
道
院
の
建
築
は
、
創
建
時
は
聖
エ
メ
ラ
ム
の
墓
所
の
上
に
中
央
祭
壇

(13) 

が
置
か
れ
た
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
聖
堂
で
あ
っ
た
。
一

0
四
九
年
に
は
修
道
僧

が
聖
デ
ュ
オ
ニ
シ
ウ
ス
の
聖
遺
物
の
獲
得
を
証
言
し
た
こ
と
に
よ
り
、
司
教
区

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
勢
力
を
有
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
頃
聖
デ
ュ
オ
ニ
シ

(14) 

ウ
ス
を
祀
る
西
側
翼
廊
が
建
て
ら
れ
る
。
一
〇
六
二
年
の
火
災
に
よ
り
内
陣
が

再
建
さ
れ
、
一
―
六
六
年
に
も
火
災
に
よ
り
長
堂
と
側
廊
が
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に

(15) 

改
築
さ
れ
、
天
井
に
交
差
ヴ
ォ
ー
ル
ト
が
使
用
さ
れ
た
。
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一
七
三
三
年
に
は
コ

ス
マ
ス
・
ダ
ミ
ア
ン
・
ア
ザ
ム

（
一
六
八
六
ー
一
七
三
九
年
）
と
エ
ギ
ト
・
ク

（
一
六
九
ニ
ー
一
七
五

0
年
）
の
兄
弟
に
よ
っ
て
バ
ロ
ッ

(16) 

ク
様
式
に
大
幅
に
改
築
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
現
在
は
、
外
観
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
と

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
で
内
部
は
バ
ロ
ッ
ク
様
式
が
混
在
す
る
修
道
院
と
な
っ
て
い
る

ウ
ィ
リ
ン
・
ア
ザ
ム

（
挿
図
2
、
3、

4
)
。

で
は
、
本
作
の
寄
進
者
ト
ラ
ボ
ル
ト
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ト
ラ
ボ
ル
ト
(
-
四
二
五
年
頃
ー
一
五

0
五
年
）
は
イ
タ

リ
ア
で
学
び
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
で
法
律
家
や
外
交
官
の
職
を
務
め
た
町
の

(17) 

名
士
で
あ
っ
た
。
以
下
は
ト
ラ
ボ
ル
ト
の
詳
細
な
経
歴
で
あ
る
。

、。
っヽカ

―
四
五
七
年
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に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
文
学
学
士
を
取
得
し
た
の
ち
、

―
四
六
七
年
に
は

パ
ド
ヴ
ァ
大
学
で
教
会
法
修
士
号
を
取
得
す
る
。
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
で
は
ド
イ
ツ

初
期
人
文
主
義
者
ヨ
ハ
ン
・
メ
ン
デ
ル
や
ヨ
ハ
ン
・
ト
レ
ス
タ
ー
と
知
り
合
う
。

こ
の
時
の
ち
の
レ
ー
ゲ
ン
ス
プ
ル
ク
市
参
事
会
法
律
顧
問
と
な
る
カ
ス
パ
ー
・

カ
ン
ト
ナ
ー
と
親
交
を
結
ん
だ
こ
と
が
、
ト
ラ
ボ
ル
ト
が
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク

(18) 

で
法
律
顧
問
の
仕
事
を
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
か
ら
ド
イ
ツ
ヘ
帰
国
後
は
、
ま
ず
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
司
教
座
聖

堂
参
事
会
の
裁
判
所
書
記
官
の
職
を
得
る
。
一
四
七
六
年
か
ら
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ

ル
ク
で
法
律
家
と
な
る
。
翌
年
か
ら
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
参
事
会
の
依
頼
を
受

け
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
と
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
王
室
裁
(19
)
 

判
所
や
宮
廷
と
の
友
好
関
係
を
保
っ
た
め
の
外
交
官
と
し
て
の
仕
事
を
務
め
る
。

一
時
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
を
離
れ
、

―
四
八
二
年
に
は
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト 1733年

大
学
で
教
会
法
の
教
授
を
務
め
た
。
こ
の
時
に
は
教
会
法
の
博
士
号
を
取
得
し

(20
)
 

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
四
八
六
年
に
帝
国
自
由
都
市
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
が

一
時
的
に
バ
イ
エ
ル
ン
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
四
世
の
支
配
下
に
入
る
と
、
バ
イ
エ

聖エメラム修道院内部

ル
ン
の
不
当
な
干
渉
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
一
四
八
七
年
に
ト
ラ
ボ
ル
ト
は

(21) 

レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
司
教
の
法
律
顧
問
の
役
職
に
つ
い
た
。
一
四
九
五
年
に
は

レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
参
事
会
の
外
交
官
と
し
て
ヴ
ォ
ル
ム
ス
帝
国
会
議
に
同
行

す
る
。
死
の
数
年
前
に
資
産
を
財
団
に
寄
付
し
て
お
り
、
聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院

(22) 

へ
の
多
額
の
寄
付
金
に
よ
り
同
修
道
院
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
ト
ラ
ボ
ル
ト
は
イ
タ
リ
ア
で
留
学
時
か
ら
ド
イ
ツ
人
文
主
義
者

挿図4

と
も
交
流
が
深
い
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
単

な
る
法
律
家
と
い
う
以
上
に
、
外
交
官
と
し
て
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
市
参
事
会

の
仕
事
を
多
く
受
け
た
、
い
わ
ば
町
の
命
運
を
握
る
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

(23) 

る
。
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
は
一
五
一
七
年
に
市
の
参
事
会
員
に
な
っ
た
が
、
ト

-134-

ラ
ボ
ル
ト
の
注
文
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
一
五

0
五
年
に
は
、
彼
の
よ
う
な

市
の
有
力
者
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二、

エ
ピ
タ
フ
の
意
味
と
そ
の
位
置

現
在
こ
の
作
品
の
注
文
に
関
す
る
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
設
置
場
所

も
長
年
謎
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
「
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
」
と
い
う
特
異
な
図
像
と
と

(24) 

も
に
、
本
作
の
制
作
意
図
に
つ
い
て
も
多
く
の
議
論
が
あ
っ
た
。
そ
の
ア
ル
ト

ド
ル
フ
ァ
ー
の
《
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
》
が
聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
で
設
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
以
下
の
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
年
代
記
者
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ラ
ゼ

リ
ウ
ス
の
一
五
九
八
年
の
記
録
か
ら
ヴ
ィ
ン
ツ
ィ
ン
ガ
ー
が
初
め
て
明
ら
か
に



(25) 

し
た
。

…
そ
こ
（
司
教
テ
ュ
ト
ー
の
墓
の
近
く
）

の
、
回
廊
に
入
る
扉
の
上
に
美

し
く
み
ご
と
な
絵
画
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
と
福

音
書
記
者
ヨ
ハ
ネ
を
美
し
い
風
景
と
と
も
に
描
い
た
も
の
で
、
市
の
参
事

(26) 

会
員
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
の
作
品
で
あ
る
。

本
作
品
は
、

作
品
の
中
で
は
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、

一
三
三
・
六
X

一
七
三
・
ニ
セ
ン
チ
と
い
う
、

ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー

ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
の
風
景
画
の
発
展
の

(27) 

中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
本
作
と
ト
ラ
ボ
ル
ト

の
銘
板
と
の
関
係
が
一
九
九
五
年
に
フ
ー
ク
マ
ン
に
よ
っ
て
初
め
て
指
摘
さ
れ

(28) 

た
こ
と
で
、
作
品
解
釈
は
画
期
的
に
進
ん
だ
と
い
え
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
不
明

確
で
あ
っ
た
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
の
初
期
作
品
の
注
文
主
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
い
う
点
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
以
下
は
そ
の
フ
ー
ク
マ
ン
が
指
摘
し
た
、

一
五
六

0
年
の
聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
の
修
道
院
長
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ウ
ス
・
マ
イ
ホ
ー
(29) 

フ
ァ
ー
の
た
め
の
写
本
に
記
さ
れ
て
い
た
、
同
修
道
院
の
目
録
の
箇
所
で
あ
る
。

福
音
書
記
者
ヨ
ハ
ネ
が
福
音
書
を
書
き
留
め
て
い
る
と
き
、
天
に
太
陽
を

ま
と
っ
た
寡
婦
が
現
れ
た
。
も
う
一
人
は
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
で
、
羊
が
そ
れ

を
示
し
て
い
る
。
民
に
教
え
を
授
け
る
と
き
の
よ
う
に
彼
は
光
を
放
つ
。

そ
の
永
遠
の
世
界
に
生
き
て
い
る
の
は
、
神
の
教
令
と
教
会
法
を
教
授
し

た
卓
越
し
た
博
士
、
ト
ラ
ボ
ル
ト
そ
の
人
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
彫
刻
大
理

(30) 

石
の
下
に
静
か
に
眠
る
。
八

0
年
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

こ
の
記
録
の
意
味
に
つ
い
て
、
フ
ッ
ク
ス
は
以
下
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
そ
れ
は
、

こ
れ
は
単
な
る
《
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
》
の
説
明
で
は
な
く
、
本
作
の
枠
に
記
さ
れ

(31) 

て
い
た
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
銘
文
を
示
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
銘
文
の
後
半
部
分
に
「
…
永
遠
の
世
界
に
生
き
て
い
る
の
は
…
ト
ラ
ボ

ル
ト
そ
の
人
で
あ
る
。
」
と
い
っ
た
、
注
文
主
や
画
家
で
な
け
れ
ば
知
り
え
な

い
様
な
絵
の
解
釈
の
根
幹
に
関
わ
る
記
述
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ッ
ク
ス
は

《
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
》
の
絵
画
に
は
埋
葬
の
た
め
の
墓
碑
の
役
割
が
あ
っ
た
こ
と

(32) 

を
指
摘
す
る
。
現
在
も
聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
に
あ
る
墓
の
銘
板
、
エ
ピ
タ
フ
（
挿

(33) 

図
5
)
か
ら
は
以
下
の
銘
文
が
読
み
取
れ
る
。

一
五

0
五
年
一

0
月
二
十
八

H
、

(34) 

士
、
永
眠
す
る
。

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ト
ラ
ボ
ル
ト
、
教
会
法
博

こ
の
よ
う
な
赤
大
理
石
に
銘
文
が
彫
ら
れ
た
埋
葬
の
た
め
の
彫
刻
は
、
十
五
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ー
十
六
世
紀
に
同
修
道
院
と
関
係
の
深
い
司
教
や
修
道
院
長
の
た
め
に
制
作
さ

れ
て
い
る
が
、
ト
ラ
ボ
ル
ト
の
銘
板
も
同
様
の
形
態
を
し
て
い
る
。
現
在
彼
の

銘
板
は
修
道
院
の
南
側
の
側
廊
に
あ
る
が
（
挿
図

6
)
、
一
六
八

0
年
の
教
会

の
見
取
り
図
を
見
て
も
、
ト
ラ
ボ
ル
ト
の
銘
板
は
司
教
テ
ュ
ト
ー

（
八
九
三
ー

の
墓
と
同
じ
区
画
に
あ
り
、
当
時
も
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
位

(35
)
 

置
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
挿
図
7
)
。
こ
の
一
六
八

0
年
の
見
取
り
図
は
コ

九
三

0
年）

エ
レ
ス
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ー
グ
ル
修
道
院
長

(
-
六
五
五
ー
一
六
九
一
年
）
在
任

時
の
改
築
が
反
映
さ
れ
た
も
の
に
な
る
が
、(36
)
 

に
他
の
改
築
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
ト
ラ
ボ
ル
ト
と
テ
ュ
ト
ー
の
両
方

の
墓
碑
の
位
置
は
不
変
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
の
区
画
は
、
向

一
五

0
五
年
か
ら
こ
の
時
期
ま
で

か
い
側
に
は
司
教
聖
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
ク
や
テ
ュ
ト
ー
の
墓
碑
、
側
廊
突
き
当
り

に
は
聖
エ
メ
ラ
ム
の
墓
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
修
道
院
と
関
係
の
深
い
重
要
な

聖
人
や
聖
職
者
の
銘
板
が
設
置
さ
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ト

ラ
ボ
ル
ト
は
生
前
同
修
道
院
に
多
く
の
寄
進
を
し
て
お
り
、
修
道
院
の
参
事
会
(37
)
 

員
で
あ
っ
た
な
ど
、
修
道
院
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、

埋
葬
の
際
に
は
と
り
わ
け
特
別
な
計
ら
い
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る。
そ
れ
で
は
《
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
》
の
絵
は
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
前
述
の
ラ
ゼ
リ
ウ
ス
の
記
録
で
は
「
そ
こ
（
司
教
テ
ュ
ト
ー
の
墓
の
近
く
）

の
、
回
廊
に
入
る
扉
の
上
に
」
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
が
、
ト
ラ
ボ
ル
ト
の

銘
板
の
近
く
に
は
現
在
扉
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
箪
者
は
元
々
こ
の
区
画
に

回
廊
へ
と
繋
が
る
扉
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
一
六
八

0
年
の
見
取
り

図
（
挿
図
7
)
を
見
る
と
、
北
側
の
同
じ
区
画
の
側
廊
に
は
二
つ
の
扉
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
ト
ラ
ボ
ル
ト
の
銘
板
が
あ
る
南
側
に
は
扉
が
一
っ
し
か
見
ら
れ

左手の柱にはトラボルトの銘板が、右手のグリザイユ画の
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1680年の聖エメラム修道院平面図

①トラボルトのエピタフ

②テュトーの墓

挿図7

な
い
た
め
、
こ
の
区
画
、
お
そ
ら
く
テ
ュ
ト
ー
の
墓
の
左
手
に
回
廊
へ
と
繋
が

る
扉
が
あ
り
、
そ
の
扉
の
上
に

《
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
》
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
推
測
で
き
る
。
イ
ェ
ー
レ
は
ラ
ゼ
リ
ウ
ス
の
言
う
「
回
廊
に
入
る
扉
の
上
」

に
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
が
修
道
僧
の
修
道
院
へ
の
入
り
口

に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
扉
を
出
る
際
に
は
こ
の
絵
が
よ
く
目
に
入
る
位
置

(38) 

に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
修
道
僧
た
ち
は
こ
の
絵
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
(39
)
 

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
、
当
時
の
評
判
を
集
め
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

エ
ピ
タ
フ
に
彫
ら
れ
た
彼
の
身
振
り
や
持
物
を
詳
細
に
見
る
と
、
他
の
埋
葬

者
の
そ
れ
と
は
異
な
る
性
格
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
中
世
以
降
、
墓
碑
銘
に

(40
)
 

は
生
前
の
身
分
を
表
す
衣
服
を
ま
と
っ
た
埋
葬
者
像
が
彫
刻
さ
れ
て
き
た
。
聖

エ
メ
ラ
ム
修
道
院
で
も
、
現
存
す
る
も
の
で
は
一
三
八
五
年
か
ら
一
四
二
三
年

(41
)
 

ま
で
司
教
像
を
表
し
た
エ
ピ
タ
フ
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
同
様
の

表
現
を
し
て
お
り
、
修
道
院
長
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ハ
ウ
ナ
ー
の
銘
板
（
挿
図

8
)
の

よ
う
に
、
司
教
冠
を
被
り
司
教
杖
を
持
ち
、
し
ば
し
ば
足
元
に
は
紋
章
が
彫
ら

(42) 

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
特
別
な
身
振
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
エ
ピ
タ
フ
の

ト
ラ
ボ
ル
ト
は
や
や
左
に
体
を
向
け
て
左
手
に
は
杯
を
持
ち
、
右
手
で
そ
れ
を

指
ホ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
一
般
的
な
描
写
で
あ
っ
た
、
福
音
書
記
者
ヨ

(43) 

ハ
ネ
が
杯
を
指
差
す
身
振
り
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ト
ラ
ボ
ル

ト
自
身
の
意
図
に
基
づ
き
、
特
徴
的
な
身
振
り
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘

で
き
る
。

十
五
世
紀
末
以
降
の
ド
イ
ツ
の
エ
ピ
タ
フ
で
は
、
人
文
主
義
の
影
響
に
よ
り

古
代
ロ
ー
マ
時
代
を
模
範
に
し
た
死
者
の
功
績
を
称
え
る
詳
細
な
銘
文
が
書
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ト
ラ
ボ
ル
ト
も
《
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
》
の
画
枠
に
自
身

を
称
賛
す
る
銘
文
を
記
し
て
い
る
。
も
と
も
と
当
時
の
ド
イ
ツ
で
は
傑
刑
像
や

復
活
の
キ
リ
ス
ト
像
の
足
元
に
埋
葬
者
や
そ
の
家
族
が
描
か
れ
る
エ
ピ
タ
フ
は

(45) 

よ
く
見
ら
れ
、
そ
の
際
銘
板
の
枠
に
は
生
没
年
と
死
後
の
救
済
を
願
う
一
文
が

(16
)
 

記
さ
れ
て
い
た
。
ト
ラ
ボ
ル
ト
の
場
合
、
今
ま
で
―
つ
の
板
に
彫
刻
さ
れ
て
い

た
エ
ピ
タ
フ
の
枠
と
神
や
聖
人
の
像
と
寄
進
者
像
を
、
画
枠
と
絵
画
と
エ
ピ
タ
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フ
に
区
別
し
て
表
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
類
型
に
属
し

て
い
る
と
い
え
る
。
ト
ラ
ボ
ル
ト
を
称
賛
す
る
画
枠
の
銘
文
か
ら
も
、
絵
画
と

エ
ピ
タ
フ
の
内
容
が
関
連
し
た
意
味
を
持
つ
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
ト
ラ
ボ

ル
ト
は
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(47) 
が
、
エ
ピ
タ
フ
に
見
ら
れ
る
身
振
り
は
、
自
身
も
三
人
目
の
ヨ
ハ
ネ
と
な
り
、

人
文
主
義
者
と
し
て
の
名
声
が
永
遠
に
続
く
こ
と
を
願
う
彼
の
意
思
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ト
ラ
ボ
ル
ト
と
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
の
よ
う
に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
で
は
人
文

主
義
者
が
画
家
に
エ
ピ
タ
フ
制
作
を
依
頼
し
た
例
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
例

え
ば
ド
イ
ツ
の
人
文
主
義
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ス

（
一
四
五
九
ー

一
五

0
八
年
）
は
、

ハ
ン
ス
・
ブ
ル
ク
マ
イ
ア
ー
に
構
成
に
つ
い
て
詳
細
な
指
(48) 

示
を
行
い
、
版
画
に
よ
る
エ
ピ
タ
フ
を
一
五

0
七
年
に
制
作
さ
せ
て
い
る
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
一
五
二

0
年
代
に
ピ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
や
エ
ラ
ス
ム
ス
の
た
め
に

「
学
者
の
肖
像
」
の
エ
ピ
タ
フ
版
画
を
制
作
し
て
い
る
が
、
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ス
は
、

古
代
ロ
ー
マ
の
彫
刻
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
王
の
桂
冠
詩
人
の
記
念
碑
の
型
を
採

用
し
て
い
る
点
で
、
人
文
主
義
者
の
た
め
の
エ
ピ
タ
フ
の
―
つ
の
模
範
を
示
し

(49) 

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

一
五
二
九
年
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
ス
ピ
ニ
ア
ン
の

エ
ピ
タ
フ
で
は
「
彼
の
偉
大
な
功
績
が
作
品
を
不
滅
な
も
の
に
す
る
。
こ
こ
に

（
学
問
的
な
栄
誉
の
も
と
に
）
ク
ス
ピ
ニ
ア
ン
は
生
き
続
け
る
だ
ろ
う
。
」
と
い

う
銘
文
が
記
さ
れ
、
故
人
の
不
滅
と
い
う
よ
り
も
、
彼
の
著
書
の
名
声
と
評
判

(50) 

の
永
遠
化
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
も
注

H
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
古

代
ロ
ー
マ
に
倣
っ
た
、
故
人
の
生
前
の
功
績
と
栄
誉
を
称
え
永
遠
化
を
願
う
墓

碑
の
銘
文
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
人
文
主
義
者
の
間
で
流
行
し
、
イ
タ
リ
ア
で
は

十
五
世
紀
半
ば
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
も
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ス
の
人
文
主
義

(51) 

連
動
の
影
響
で
多
く
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
ラ
ボ
ル
ト
の
エ
ピ
タ
フ

制
作
に
も
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
筆
者
は
考
え

る。

ニ
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
人
文
主
義

ト
ラ
ボ
ル
ト
は
町
の
有
力
者
で
あ
り
、
人
文
主
義
者
の
知
的
サ
ー
ク
ル
と
も

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
が
、
彼
を
称
え
る
よ
う
な
銘
板
が
設
置
さ

れ
た
聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
で
は
、
人
文
主
義
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
は
人
文
主
義
の
中
心
地
で
は
な
か
っ
た
が
、

聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
が
そ
の
拠
点
の
一
っ
と
な
っ
て
い
た
。
十
五
世
紀
の
聖
エ

メ
ラ
ム
修
道
院
図
書
館
に
は
二
千
冊
以
上
の
蔵
書
が
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ

(52) 

シ
ャ
語
の
古
代
の
書
物
な
ど
そ
の
分
野
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け

重
要
な
存
在
と
し
て
前
述
の
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
第
一
人
者
で
あ
る
コ
ン
ラ
ー

ト
・
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
彼
は
同
修
道
院
の
修
道
士
と
所

(53) 

蔵
図
書
に
つ
い
て
書
簡
の
や
り
と
り
を
す
る
な
ど
親
交
を
結
ん
で
い
た
。
こ
の

よ
う
に
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
人
文
主
義
者
達
が
修
道
院
図
書
館
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
文
主
義
的
教
養
を
身
に
着
け
た
修
道
僧
が
増
加
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
「
修
道
院
人
文
主
義
」
が
彼
ら
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
の

(54) 

で
あ
る
。
ま
た
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ス
は
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
で
の
仕
事
や
滞
在
の
記

録
が
あ
り
、
一
四
九
二
年
か
ら
一
年
間
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
大
聖
堂
付
属
学

(55) 

校
で
ラ
テ
ン
語
講
師
と
し
て
勤
め
て
い
る
。
一
五

0
一
年
に
は
彼
に
よ
っ
て
同

修
道
院
で
十
世
紀
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
女
で
詩
人
、
劇
作
家
の
ロ
ス

(56) 

ヴ
ィ
ー
タ
の
著
作
が
発
見
さ
れ
、
同
年
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
は
聖
書
と
聖
書
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外
典
の
内
容
が
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
や
オ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の
著
作
を
引
用
し
な
が
ら

詩
作
品
と
し
て
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
女
は
ド
イ
ツ
最
初
の
女
流
詩
人
と

し
て
注
目
さ
れ
、
ロ
ス
ヴ
ィ
ー
タ
の
著
作
を
発
見
し
た
こ
と
が
ド
イ
ツ
人
文
主

(57) 

義
の
高
揚
に
つ
な
が
っ
た
。
一
五

0
五
年
に
こ
の
都
市
で
聖
職
者
の
た
め
の
詩

(58) 

学
学
校
が
開
校
さ
れ
た
こ
と
も
、
同
地
で
の
人
文
主
義
の
受
容
を
示
す
一
例
だ

と
い
え
る
。

聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
が
ド
イ
ツ
人
文
主
義
運
動
で
果
た
し
た
役
割
を
考
え
る

と
、
同
修
道
院
で
人
文
主
義
者
か
ら
注
文
を
受
け
て
い
た
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー

に
と
っ
て
、
人
文
主
義
に
か
か
わ
る
よ
う
な
知
識
は
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
当
時
の
ド
イ
ツ
国
内
で
の
人
文
主
義
の
称
揚
か
ら
、
《
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
》

の
よ
う
に
、
人
文
主
義
者
の
指
示
に
よ
る
絵
画
を
描
く
こ
と
は
画
家
と
し
て
の

評
判
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
画
家
は
一
五

0
八
ー

一
五
一

0
年
の
間
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
秘
書
で

あ
る
ヨ
ー
ゼ
フ
・
グ
リ
ュ
ン
ペ
ッ
ク
の
仲
介
に
よ
り
『
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
伝
』

の
制
作
に
携
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
人
文
主
義
サ
ー
ク
ル
と
接
触
し
て
い
た

(59) 

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
グ
リ
ュ
ン
ペ
ッ
ク
は
前
述
の
詩
学
学
校
を
レ
ー
ゲ
ン
ス

ブ
ル
ク
で
開
校
し
た
人
物
で
あ
り
、
人
文
主
義
的
素
養
を
彼
か
ら
教
わ
っ
て
い

(60) 

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

本
作
品
に
お
け
る
個
々
の
モ
チ
ー
フ
の
解
釈
や
、
銘
板
と
組
み
合
わ
さ
れ
た

制
作
意
図
に
つ
い
て
は
、
確
た
る
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
が
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
拠
点
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
当
時
の
人
文
主
義
者
の
銘
板
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
作
で
何
よ
り

も
特
徴
的
な
の
は
絵
画
と
墓
の
銘
板
が
と
も
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
た

一
五

0
七
年
以
前
に
お
け
る
同
様
の
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
に

お
け
る
画
家
と
人
文
主
義
者
と
の
関
係
が
よ
り
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。

本
作
が
前
述
の
年
代
特
定
で
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
の
最
初
期
の
作
品
で
あ
っ

た
可
能
性
が
浮
上
し
た
こ
と
も
意
義
深
い
と
い
え
る
。
今
ま
で
こ
の
時
期
の
ア

ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
は
小
規
模
の
作
品
を
制
作
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
こ
の
発
見
は
初
期
の
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
作
品
研
究
に
新
た
な
視
座
を
与

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
後
は
本
作
の
人
文
主
義
的
要
素
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳

細
に
検
討
し
、
「
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
」
と
し
て
の
図
像
の
特
異
性
に
つ
い
て
も
分

析
し
た
い
。
ま
た
本
作
で
広
大
な
割
合
を
占
め
る
風
景
表
現
に
つ
い
て
も
総
合

的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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E
p
i
t
a
p
h
に
は
①
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
由
来
す
る
弔
辞
②
死
者
の
た
め
の
銘
文
付
き
記

念
盤
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
本
論
で
の
エ
ピ
タ
フ
と
は
②
の
意
味
を
指
す
。
エ
ピ
タ
フ

に
は
故
人
の
肖
像
や
紋
章
が
描
か
れ
、

一
般
的
に
枠
の
部
分
に
銘
文
が
記
さ
れ
る
。
教
会

の
壁
や
柱
に
設
置
さ
れ
、
必
ず
し
も
墓
の
場
所
と
は
一
致
し
な
い
。
意
味
に
つ
い
て
は
以

下
を
参
照
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シ
ェ
ー
ネ
ン
は
、
十
四
世
紀
以
降
ア
ン
ダ
ハ
ツ
ビ
ル
ト
と
祈
る
寄
進
者
の
構
図
の

エ
ピ
タ
フ
が
現
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
最
初
期
に
は
ア
ン
ダ
ハ
ツ
ビ
ル
ト
と
し
て
玉
座

ま
た
は
立
ち
姿
の
聖
母
子
像
が
描
か
れ
た
が
、
一
五

0
0年
前
後
か
ら
ピ
エ
タ
や
傑
刑
像
、

悲
し
み
の
人
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
本
文
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、

ル
ネ
サ
ン

ス
期
に
は
人
文
主
義
者
の
た
め
の
肖
像
と
銘
文
が
表
さ
れ
た
エ
ピ
タ
フ
も
登
場
す
る
。
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